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資料２ 

新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会の対応 

令和３年２月２日 

三沢市教育委員会 

 

三沢市では、学校における児童生徒の感染防止や保護者の皆様の安心感の醸成の

ため、以下の対応をいたしました。 

 

① 学校での感染症対策に関わるマニュアルの作成 

「新型コロナウイルス感染症等における対応マニュアル」や「衛生管理マニュ

アル」を作成し、各学校に周知するとともに、気候等に合わせ、内容を変更し、

感染症の防止に努めました。 

  また、各学校で行っている感染症対策について、岡三沢小学校を例にしてマッ

クテレビで紹介しました。 

 

② 新型コロナウイルス感染症対策等における臨時校長会の開催 

 ・２月２１日（金） １回目 感染症における対応①② 

 ・２月２８日（金） ２回目 国の臨時休業要請に対する対応、 

感染症における対応① 

 ・３月１２日（木） ３回目  未指導部分の確認、臨時休業中の勤務 

 ・３月１７日（火） ４回目  入学式のもち方、学年末・始め休業の学校開放 

 ・３月２５日（水） ５回目  入学式・参観日等の行事、 

臨時休業に係る補充の時間 

 ・４月 ２日（木） ６回目  各校の参観日・運動会 

 ・４月 ８日（水） ７回目  短縮した部活動の実施、安心感を与える情報発信 

 ・４月１５日（水） ８回目 消毒作業研修会の実施、感染拡大防止策 

 ・４月２３日（木） ９回目  分散登校 

 ・４月３０日（木）１０回目  学校再開からの教育活動 

 ・５月 ８日（金）１１回目  修学旅行旅程表、感染症対策 

 ・５月２０日（水）１２回目 １学期末参観日、６月からの部活動、 

長期休業中出校日 

 ・６月１１日（木）１３回目  熱中症対策、 

８月からの部活動（6.19 移動制限解除） 

 ・６月２５日（木）１４回目 修学旅行、ガイドライン（三沢版） 

 ・７月１０日（金）１５回目 教育実習受け入れ、消毒作業の動き 

 ・８月２８日（金）１６回目 対外試合（県外）、ガイドライン（三沢版） 

 ・10 月 ２日（金） 代表者  濃厚接触者が出た場合の対応 

  

※10 月以降は、月に１度行われる定例校長会で対策等を行いました。 
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③ 教職員対象の消毒作業研修会の実施 ―――――――――――――――  P.３  

「新型コロナウイルス感染症対策等に係る保健管理研修会」を２回実施し、学

校で感染者が確認された場合の消毒作業について確認しました。 

 

④ 検温タブレット、冷風機の設置 ―――――――――――――――――  P.４  

「非接触型体温計」と「非接触型検温システム（検温タブレット）」「消毒用ア

ルコール」を各学校に配布し、検温と消毒を確実にできるようにしました。 

また、エアコンのない学校に冷風機を整備し、熱中症対策を図りました。 

 

⑤ 工夫した学校行事の実施 ――――――――――――――――――――  P.５  

入学式や運動会等の学校行事については、実施時期や方法を工夫するとともに

感染症対策について通知し、できる限り実施しました。特に修学旅行について

は、北海道や東京方面の感染拡大地域を目的地とすることをやめ、小規模校で次

年度に２・３年生合同で実施する予定の 1校を除き、全ての学校で感染症対策の

上、実施しました。 

 

⑥ 給食費の市費負担の実施 

新型コロナウイルス感染症の影響による保護者の経済的負担を緩和するため、

４・５月分の給食費を市費により、負担しました。 

 

⑦ 大学生等への応援給付金の実施 

  新型コロナウイルス感染症の影響により学業の継続に困難が見込まれる学生を

支援するため、「ふるさと三沢大学生等応援給付金」を実施し、一人につき、１０

万円を支給しました。 

 

⑧ 令和３年三沢市成人式の延期 

  全国的に感染者が急増し、一堂に集まる機会を設けることが社会情勢にそぐわ

ない状況となり、参加申し込み状況が例年よりも少ないことや、新成人及びその

保護者並びに美容室等の不安を解消するため、令和３年１月１０日に開催を予定

していた成人を８月に延期しました。 

 

⑨ 奨学資金貸付限度額の拡充 

令和２月６月分から令和３年３月分までの貸付額に限り、希望があった奨学生

に対して、２０、０００円以内の金額を増額しました。 

 

⑩ 市連合ＰＴＡ「with コロナ啓発カード」の作成 

１２月に三沢市連合ＰＴＡが市教委、市校長会と協力し、新型コロナウイルス

感染症による誹謗中傷や差別等の未然防止を家庭でも子供たちに伝えることを目

的に、「with コロナ啓発カード」を作成し、各家庭に配布しました。 
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新型コロナウイルス感染症対策等に係る保健管理研修会 
 
  第１回  
 
１ ねらい   新型コロナウイルス感染症の予防方法及び児童生徒や教職員が感染した場合の

感染拡大防止のための消毒作業に関する正しい知識や技術について研修し、効果
的・効率的な保健管理の一助とする。 

 
２ 日 時  令和２年６月３日（水） １４：３０ ～ １５：３０ 
 
３ 場 所  三沢市保健相談センター ２Ｆ 大会議室 
 
４  対 象  三沢市内各小・中学校養護教諭又は保健主事等、三沢市教育委員会各課員 
 
５ 内 容  講義「感染予防及び拡大防止のための保健管理について」 
       講師 三沢市立三沢病院 副薬局長（感染対策委員）  

柳川 明子 氏 
６ 参加者の感想 
   〇専門家による感染予防の話は参考になった。 
   〇日々の消息作業の内容を振り返ることができた。 
   〇手洗いの指導に生かすことのできる内容だった。 

 

 

 

 
 
 
 
  第２回  
 
１ ねらい   新型コロナウイルス感染症に児童生徒又は教職員が感染した場合における感染

拡大防止のための消毒作業に関する正しい知識や技術について研修し、効果的・
効率的な保健管理の一助とする。 

 
２ 日 時  令和２年８月２１日（金） １５：００ ～ １６：００ 
 
３ 場 所  三沢市立上久保小学校 
 
４  対 象  ・三沢市内小・中学校 養護教諭又は保健主事及び管理職等、三沢市教育委員会各課員 
 
５ 内 容  講義「感染予防及び拡大防止のための保健管理について」 
       講師 三沢市立三沢病院 副薬局長（感染対策委員）  

柳川 明子 氏 

６ 参加者の感想 
〇危機管理について改めて考えることができた。 
〇消毒作業時のガウンや手袋の着脱、ごみの廃棄方法など具体的に知ることができた。 
〇実際の学校現場で気を付けるべきポイントが分かった。 
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新型コロナウイルス感染症に係る各学校への配布物 

 

◎各学校の非接触型体温計、検温タブレット及び冷風機等について 

 非接触型体温計 検温タブレット 冷風機 扇風機 

古間木小 ２台 １台 ５台 ２２台 

上久保小 ３台 ２台 ７台 １７台 

木崎野小 ４台 ３台 ８台 ４４台 

岡三沢小 ４台 ３台 ９台 教室備え付け 

三沢小 ４台 ２台 エアコン有り エアコン有り 

三川目小 ２台 １台 ３台 １４台 

おおぞら小 ２台 １台 エアコン有り エアコン有り 

第一中 ２台 ２台 ５台 ２２台 

第二中 ２台 ２台 ５台 １６台 

第三中 ２台 １台 エアコン有り エアコン有り 

第五中 ２台 １台 ４台 教室備え付け 

堀口中 ３台 ３台 ６台 ５２台 

計 ３２台 ２２台 ５２台  

  

◎各学校への消毒液の配布について 

 消毒用アルコール 次亜塩素酸水 

古間木小 ２２.５ℓ  

 

 

 

４０ℓを各校の必要

数量に合わせて配布 

上久保小 ３５.０ℓ 

木崎野小 ５０.０ℓ 

岡三沢小 ６０.０ℓ 

三沢小 ４２.５ℓ 

三川目小 １０.０ℓ 

おおぞら小 １７.５ℓ 

第一中 ２７.５ℓ 

第二中 ２５.０ℓ 

第三中 １２.５ℓ 

第五中 ２０.０ℓ 

堀口中 ３７.５ℓ 

計 ３６０.０ℓ ４０ℓ 
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令和２年度三沢市小・中学校修学旅行実施に係る指針

令和２年６月２５日

三沢市教育委員会

１ 修学旅行実施に向けた三沢市教育委員会の考え

修学旅行は、特別活動の一つとして位置付けられ、児童生徒にとって、様々な教育的効果

が期待でき、学校生活における諸活動の中でも非常に大きな位置を占めている。

今般の感染防止対策によって予定されていた行事等が中止又は縮小となっていることで、

児童生徒の活躍の場が少なくなっており、達成感や成就感を実感できる場を提供することも重

要なことから、各校において修学旅行を実施してほしいと考える。

実施の際には、目的地として、令和２年６月下旬の時点で継続して感染者が確認されている

都道府県（東京都・北海道等）を除外することとする。実施時期については、各校の実情に応じ

て計画することとする。

２ 実施に向けた留意点

（１）児童生徒の健康管理・安全確保に向けた対応

①修学旅行の実施にあたっては、児童生徒の健康観察を徹底し、発熱など体調不良が見られた

場合は、参加を取り止めてもらうことを事前に児童生徒並び保護者に周知し共通理解を図って

おく。

②実施前の児童生徒の健康状態の把握に努めるとともに、修学旅行中の健康観察を徹底する。

また、旅行期間中に発症者及び濃厚接触者との接触が確認された場合は、速やかに保健所や

医師の判断に従い、旅行業者と連携して当該児童生徒の隔離・看護等の措置を講じる。その際

には、他の児童生徒の旅行日程についても、保健所等からの指示をもとに措置を検討する。

③終了後も児童生徒の健康観察を一定期間継続して実施する。

（２）旅行業者と連携した感染症対策

①修学旅行中は、「旅行関連業における新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく国内修学

旅行の手引き（第１版）」に沿った対応が取られるよう旅行業者と綿密に打合せをする。

②修学旅行中は、公共交通機関での移動、参観場所での見学、飲食店での食事、宿泊施設での

宿泊等、できうるかぎりの感染症対策を検討する。

（３）実施に向けて保護者への情報提供

①保護者に対しては、実施の可否・決定した期日・旅行先のみを伝えるのではなく、段階的に情報

を提供し、実施に向けた保護者の理解を得るようにする。

②修学旅行の実施にあたり保護者説明会等を実施し、今後の見通し（日程変更・キャンセル料、

及び緊急の場合の対応等）についてきめ細かな情報発信に努める。

③「家庭における旅行前・旅行後の健康管理」「旅行中の緊急時の対応」「旅行変更・中止となった

場合の経費負担」等についても事前に共通理解を図っておく。

３ その他

①児童生徒には、旅行中、タオル・ハンカチ・マスクなど必要数を持参するよう指導する。

②修学旅行中、児童生徒・教職員は食事、入浴、就寝以外は、マスクを着用することを徹底する。

（気候状況等により健康被害の可能性がある場合は除く）

※次年度に延長する場合は、計画を立てる４か月前の感染状況を踏まえて、目的地を検討するこ

ととする。


